
指導方法等の改善計画について 〔 国 語 〕               呉市立下蒲刈小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎国語科を中心にして色々な教科で資料を読み取り，学習を重ねる。そして，読み取ったことをもとに

して，文章の構成を考えたり，段落相互の関係を考えたりして，論理的な文章を書く学習を行う。 

◇資料をもとに書かれている事柄を読み取り，書かれていることについて自分の考えを述べながら書く

活動を行う。また，段落ごとに大事なことばをおとさないで，短い言葉でまとめる指導をする。 

 長文に慣れさせるため，読書活動を推進する。 

 

 

◎資料を読んで，理由や事例を挙げて文章を構成し，書く問題について，

理由が述べられていなかったり，段落構成が出来ていなかったりするた

め，正答率が１０％となった。 

◇設問を読み取れておらず，条件を満たした文章が書けていないため，通

過率が低い。また，資料をもとに自分の考えを述べることができない。 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 ◇全国学力・学習状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 
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本校 70.4% 
全国 62.7% 
県  65.8% 

A問題 本校 56.7% 
全国 49.4% 
県 52.7% 
 
 

 

B問題 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   

◎「基礎・基本」 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ５年生 
小テスト   ４・５年生 

学期末テスト  ４年生 
Ｈ25 「基礎・基本」 

４・５年生 
学年末テスト 

目標値 70.0％   75.0％ 75.0％  70.0％ 75.0％ 75.0％ 75.0％ 

実施後数値        

 
◇全国学力 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ６年生 
小テスト   ５年生 

Ｈ25 「全国学力」   ５年生 
学年末テスト 

目標値 60.0％   60.0％   75.0％ 

実施後数値        

 

本校 61.4 ％ 
県 70.1 ％ 

 

設問ごとの平均通過率（国語） 



指導方法等の改善計画について 〔 算 数 〕            呉市立下蒲刈小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ さまざまな図形を比較しながら弁別や作図をする操作活動を仕組み，図形の定義や性質を確実に理解させる。 

  具体物を用いた活動を取り入れたり，日常生活と結びつけたりして理解が深まるようにさせる。 

  また，算数用語を使って，筋道立てて説明し伝え合う活動を小中通して取り入れる。 

 

◇ くらべる量やもとになる量をことばで書き，割合の求め方を繰り返し指導する。 

他教科でも目的に応じて表やグラフをよみとる活動を仕組んでいく。 

考えを自分の言葉で表現させるために，ホワイトボードに書かせ，説明させる。 

 

 

 

 

◇ 

 

 
 

 

 

◎正方形の定義を説明できない。 

  角度について記述 通過率28.6％    辺について記述 通過率 0％ 

  ２つの条件を算数用語を使って書くことができていない。 

  

◇単位量当たりの大きさを求めることができていない。 

  問題の意味が理解できていない。また，表から必要な情報をよみとることが

できていない。通過率０％ 

 

 

 

 

 

◇ 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 ◇全国学力・学習状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 

本校 87.7% 
全国 77.2% 
県 79.2% 
 

A問題 本校 64.1% 
全国 58.4% 
県 61.3% 
 

 

B問題 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   

◎「基礎・基本」 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ５年生 
小テスト   ４・５年生 

学期末テスト  ３・４年生 
Ｈ２５「基礎・基本」 

４・５年生 
学年末テスト 

目標値 70.0％   75.0％ 75.0％  70.0％  75.0％ 75.0％ 75.0％ 

実施後数値        

 
◇全国学力 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ６年生 
小テスト   ５年生 

Ｈ２５「全国学力」   ５年生 
学年末テスト 

目標値 60.0％   60.0％   75.0％ 

実施後数値        

 

0
25
50
75

100
数と計算

量と測定

図形

数量関係

全国平均

県平均

本校

0
25
50
75

100
数と計算

量と測定

図形

数量関係

全国平均

県平均

本校

設問ごとの平均通過率（算数） 

本校 56.5％ 
 県 69.8％ 
 



                   

指導方法等の改善計画について 〔 理 科 〕               呉市立下蒲刈小学校  

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎①「電流の強さ」「蒸発」などの理科的な用語を積極的に使って学習を進め，実験を通して基礎的な事象をしっ

かり理解させる。 

 

 

◎②観察・実験の結果の考察について，グループで，判断の根拠を明らかにし，筋道立てて説明し伝え合う活動

を繰り返し取り入れる。 

 

 
 

 

 

◎①電流について，理科的な用語の語彙が少なく，論理的に記述できない。また，

電池を使った回路などの実物を操作する機会が少ない。 

 

 

◎②蒸発や結露について，現象が理解できていない。また，語彙が少なく，論理

的に説明することができない。 

重点課題 ◎「基礎・基本」定着状況調査 重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率   

◎「基礎・基本」① 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ５年生 
小テスト   ５年生 

Ｈ２５「基礎・基本」  ４年生 
Ｈ２５「基礎・基本」 

４・５年生 
学年末テスト 

目標値 ６０．０％   ７０．０％  ６０．０％ ７０．０％，８０．０％ 

実施後数値        

 
◎「基礎・基本」② 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法 ５年生 
小テスト   ５年生 

Ｈ２５「基礎・基本」  ４年生 
Ｈ２５「基礎・基本」 

４・５年生 
学年末テスト 

目標値 ７０．０％   ７５．０％  ７０．０％ ８０．０％，８５．０％ 

実施後数値        

 

設問ごとの平均通過率（理科） 

本校 58.0％ 
 県 61.3％ 
 



                         

２ 質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：児童質問紙調査） （全国学力・学習状況調査：児童質問紙調査） 

（１）生活・学習  

 
児童の回答についての 

課題（現状値） 
今後の具体的な取組の内容 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

基
礎
・
基
本 

なぜそうなるのか，理由をつけて

話している児童が５０％と低い。 

自分の考えや意見を具体的な例

をあげ，順序に気をつけながら話

している児童が５０％と低い。 

・ スピーチ等，自分の考えを話す

機会を設ける。 

・ 言語技術の教育をしていく。（５

Ｗ１Ｈの使い方，結論先行型で話

す。） 

５ ７０％ 児童アンケート

調査 

１２月   

全 

国 

４００字詰め原稿用紙２～３枚

の感想文や説明文を書くことが

難しいと思っている児童がほと

んどである。 

・ 日記を継続して書かせることで

書くことに対する抵抗を減らし，

読書感想文など長い文章を書く

機会も多く持つようにする。 

６ ６０％ 児童アンケート

調査 

１２月   

 

（２）教科  

 
 

児童の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

国 

 

語 

基
礎
・
基
本 

国語の授業の中で，学んだこ

との振り返りができていると

答えた児童が５０％と低い。 

・ 自分の言葉で，学習したことを

振り返って発表したり，書いたり

する機会を多くもつようにする。 

５ ７０％ 
児童アンケート

調査 
１２月   

全 

国 

読書が好きだと答えた児童は

ほとんどなく，どちらかとい

うと好きだと答えた児童は、

６６％と低い。 

・ 読書記録をとって意欲を高めた

り，家庭での読書をすすめたりし

ていく。 

・ 読書の時間に読んだ本の交流

をして，色々な本に興味を持て

るようにする。 

６ ８０％ 
児童アンケート

調査 
１２月   

算 

 

数 

基
礎
・
基
本 

算数の授業では，問題を解く

ときに前に習ったことが使え

ないかいつも考えている児童

が３７．５％と低い。 

・ 既習事項を掲示し，授業でも既

習事項を使うことを意識づける。 
５ ６０％ 

児童アンケート

調査 
１２月   

全 

国 

算数の授業で，問題を解くと

きに，なぜこの式に表したの

かという理由を考えている児

童が６６．７％と低い。 

・ 算数の授業で，立式の理由を書

かせたり説明させたりする。 
６ ８０％ 

児童アンケート

調査 
１２月   

理 

 

科 

基
礎
・
基
本 

理科の授業で学んだことを普

段の生活で使ったり，学んだ

ことがどのような場面で使え

るのか考えたりしている児童

が５０％と低い。 

・ 日常生活の中で学んだことを見

つけさせたり，教師が声かけをし

たりして，意識づけるようにす

る。 

５ ７０％ 
児童アンケート

調査 
１２月   

 

算数の授業では，問題を解くときに前に習ったことが使えないかいつも考えてい
ます。 

国語の授業の中で，学んだことの振り返りができています。 

理科の授業で学んだことを普段の生活で使ったり，学んだことがどのような場面
で使えるのか考えたりしています。 

表現力

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分とちがう意見も受け入れながら，自分の考えを話し
ています。

困ったときや腹が立ったときなど，解決するために，相
手が納得するように自分の気持ちを言葉で伝えていま

す。

なぜ，そうなるのか，理由をつけて話しています。

自分の考えや意見を，具体的な例をあげ順序に気をつ
けながら話しています。

相手や目的に応じた話し方をしています。

よく やや あまり まったく

「基礎・基本」定着状況調査の調査結果入力ファイルで

作成されるグラフを適宜活用する。 


